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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
づ
く
り

活
動
や
森
林
環
境
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

求
め
る
団
体
・
学
校
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
森
林
整
備
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

求
め
る
企
業
な
ど
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
国
民
参
加
の
森
林
づ

く
り
活
動
は
、
国
有
林
を
管
理
す
る
国

（
森
林
管
理
署
等
）
と
活
動
実
施
者
（
企

業
、
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
）
が
協
定
を

締
結
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
森
林
環

境
教
育
な
ど
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

活
動
に
当
た
っ
て
は
、
国
か
ら
森
林
の
保

全
・
森
林
整
備
活
動
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
行
う
ほ
か
、
森
林
・
林
業
に
関
す

る
知
識
と
経
験
を
備
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
協
力
を
得
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
と
は
、
森
林
づ
く

り
に
参
加
し
た
い
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た

い
、
森
林
の
豊
か
さ
を
理
解
し
た
い
と
い

う
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
方
々
の
声
に
応
え
、

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
選
定
し
提
供
す

る
制
度
で
、
現
在
、
関
東
森
林
管
理
局
管

内
で
は
、
16
箇
所
６
８
５
㌶
設
定
し
て
い

ま
す
。

今
年
４
月
、
山
梨
県
甲
府
市
に
設
定
し

た
「
ふ
れ
あ
い
の
森
（
甲
府
商
工
会
議
所

の
森)

」
は
、
甲
府
商
工
会
議
所
の
創
立

１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
山
梨
県
支
部
と
と
も

に
森
林
づ
く
り
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に

国
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
森
は
、
平
成
19
年
か
ら
今
年
３
月

ま
で
、
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
東
京
が
森
林
整
備
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
甲
府
商
工
会
議
所
が
活

動
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
３
月
28
日

に
引
継
式
を
兼
ね
て
植
樹
祭
を
行
い
、
ケ

ヤ
キ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
４
５
０
本
の
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
良
い
森
林
づ
く
り
の
た
め

の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
遊
々
の
森
」
と
は
、
国
有
林
の
豊
か

な
森
林
環
境
を
活
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の

多
様
な
体
験
活
動
を
支
援
し
、
学
校
等
に

よ
る
森
林
環
境
教
育
の
推
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、
現
在
、
関

東
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
28
箇
所
１
，

９
６
３
㌶
設
定
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
取
り
組
み
で
は
、
今
年
６
月
に

魚
沼
市
と
中
越
森
林
管
理
署
が
新
潟
県
と

福
島
県
境
に
そ
び
え
る
浅
草
岳
周
辺
の
国

有
林
に
「
浅
草
山
麓
遊
々
の
森
」
を
設
定

し
ま
し
た
。

こ
の
森
（
面
積
約
２
３
０
㌶
）
は
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
振
興
を

進
め
て
い
る
魚
沼
市
か
ら
の
要
望
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
で
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森
」
と
は
、

国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
地
域
住

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
係
者
が
合
意
形
成
を

図
り
な
が
ら
森
林
づ
く
り
を
協
働
・
連
携

し
て
行
う
制
度
で
す
。

現
在
、
関
東
森
林
管
理
局
管
内
に
は
、

群
馬
県
み
な
か
み
町
で
地
域
住
民
、
自
然

保
護
団
体
な
ど
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性

の
復
元
に
取
り
組
む
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
小
笠
原
村
父
島
で
の
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト
等
が
生
息
で
き
る
森
林
の
回

復
再
生
を
目
指
す
「
ハ
ト
の
森
林
（
も
り
）
」

及
び
ヒ
メ
ツ
バ
キ
を
は
じ
め
と
し
た
小
笠

原
固
有
の
森
林
に
修
復
す
る
こ
と
を
目
指

す
「
村
民
の
森
」
、
西
島
に
お
い
て
固
有

の
植
生
・
陸
産
貝
類
・
鳥
類
等
が
生
育
・

生
息
で
き
る
生
態
系
へ
の
修
復
を
目
指
す

「
西
島
の
固
有
森
林
生
態
系
の
修
復
と
保

全
の
森
」
の
４
箇
所
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
「
木
の
文
化
を
支
え
る

森
」
や
「
社
会
貢
献
の
森
」
「
多
様
な
活

動
の
森
」
等
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

学
校
や
地
域
の
各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
継
続
し
た
森
林
整
備
活
動
を
し
た

い
、
自
然
体
験
な
ど
の
森
林
環
境
教
育
を

実
施
し
た
い
等
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
の
森
林
管
理
署
等
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平成２２年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７７号（２）

甲府商工会議所植樹祭での引継式

ふ
れ
あ
い
の
森

遊
々
の
森

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森

浅草山麓遊々の森締結式



（３） 平成２２年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７７号

ハトの森林（もり）

７
月
30
日
付
け

森
林
管
理
署

▽
福
島
森
林
管
理
署
長

中
山

浩
次

（
林
野
庁
治
山
課
水
源
地
治
山
対
策
室
長
）

８
月
１
日
付
け

関
東
森
林
管
理
局

▽
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
所
長田

中

昌
之

（
塩
那
森
林
管
理
署
長
）

森
林
管
理
署

▽
塩
那
森
林
管
理
署
長

松
井

正

（
森
林
技
術
総
合
研
修
所

首
席
教
務
指
導
官
）

▽
伊
豆
森
林
管
理
署
長

植
松

保
夫

（
東
北
森
林
管
理
局

庄
内
森
林
管
理
署
長
）

新
任
幹
部
を

紹
介
し
ま
す
。

（

）
は
前
職

村民の森

西島の固有森林生態系の修復と保全の森



広
く
一
般
の
方
々
に
赤
谷
の
自
然
環
境

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
５

月
30
日(

日)

、
「
赤
谷
の
森
自
然
散
策
」

を
開
催
し
、
県
内
か
ら
14
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
時
折
小
雨
が
舞
う
あ
い
に
く

の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
地
域
協
議
会
の
長
浜
陽
介
氏
の
案
内

で
、
望
遠
鏡
を
覗
い
て
の
オ
ニ
グ
ル
ミ
の

雌
花
の
観
察
、
炭
焼
き
窯
の
跡
を
観
な
が

ら
昔
の
人
々
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
、
ク

マ
の
爪
痕
に
触
れ
た
り
し
な
が
ら
小
出
俣

お

い

ず

ま

た

林
道
沿
い
を
散
策
し
ま
し
た
。
ま
た
、
姿

を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
タ
ゴ
ガ
エ

ル
の
グ
ゥ
ッ
、
グ
ゥ
ッ
と
い
う
鳴
き
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
か
ら
は
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

次
回
の
自
然
散
策
は
、
10
月
下
旬
に
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
綺
麗
に
紅
葉
し
た

赤
谷
の
森
の
姿
を
大
勢
の
方
々
に
紹
介
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
沼
田
市
に

あ
る
利
根
実
業
高
等
学
校
の
農
業
系
1
年

生
80
名
を
対
象
に
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
を
紹
介
す
る
講
座
を
４
回
に
分
け

て
行
い
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
初
め
に
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
概
要
や
ほ
乳
類
の
特
徴
な
ど
を
説
明

し
た
後
、
屋
外
で
双
眼
鏡
や
望
遠
鏡
を
用

い
て
観
察
を
行
い
、
な
か
な
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
ク
マ
タ
カ
な
ど
を
み
つ
け
よ

う
と
、
皆
さ
ん
熱
心
に
レ
ン
ズ
を
覗
い
て

い
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
各
回
と
も
に
短
時
間
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
会
に

生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
森
林
・
林
業
や
環
境

問
題
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え
れ
ば
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

６
月
20
日(

日)

、
21
日
（
月
）
の
両
日
、

赤
谷
の
森
に
お
い
て
、
座
長
で
あ
る
東
京

農
工
大
学
名
誉
教
授
の
亀
山
章
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
植
生
管
理
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
19
名
が
参
加
し
て
、
試
験

地
設
定
の
た
め
の
現
地
検
討
会
を
行
い
ま

し
た
。

現
在
、
赤
谷
の
森
で
は
、
人
工
林
を
自

然
林
に
復
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

カ
ラ
マ
ツ
と
ス
ギ
の
人
工
林
を
対
象
に
試

験
地
を
設
定
し
て
お
り
、
継
続
的
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
新
た
に
設
定
す
る
試
験
地
の
目
的

は
、
近
隣
の
自
然
林
か
ら
の
距
離
な
ど
が
、

人
工
林
が
自
然
林
と
し
て
復
元
す
る
に
当

た
り
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
検

証
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し

い
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
林
内
に
入
っ
て
現
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
間
で
意
見
交

換
を
行
い
、
試
験
地
と
し
て
設
定
す
る
森

林
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
試
験
地
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
試
験
を
行
う
か
詳

細
な
計
画
を
立
て
る
予
定
で
す
。

平成２２年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７７号（４）

資料と現地を照らし合わせて検討中

た何が飛んでいる？

オニグルミの雌花はどんな形？

赤
谷
の
森
自
然
散
策
を
開
催

地
域
の
高
校
生
へ
の
森
林
環
境
教
育

植
生
管
理
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

現
地
検
討
会

クマの爪痕にびっくり



森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東
京
会
（
以

下
略
称
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
は
、
全
国
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
実
施
の
資
格
試
験
に
合
格
し

た
東
京
地
区
中
心
の
公
的
資
格
会
員
２
５

８
名
の
任
意
団
体
で
、
「
森
と
人
を
つ
な

ぐ
案
内
人
」
と
し
て
、
自
然
観
察
・
環
境

教
育
支
援
・
森
林
関
連
講
座
・
森
林
再
生

保
全
活
動
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
と
委
託
契
約
に
よ
り

「
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、

高
尾
山
の
国
有
林
を
中
心
に
「
親
子
観
察

会
」
を
春
夏
秋
冬
の
年
４
回
実
施
す
る
な

ど
年
間
10
回
以
上
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
日
ま
で
高
尾
山
で
の
「
森
林
ふ
れ
あ

い
推
進
事
業
」
を
含
め
て
13
年
、
50
回
以

上
、
延
べ
参
加
親
子
１
，
５
０
０
名
以
上

を
高
尾
山
の
自
然
へ
い
ざ
な
っ
て
来
ま
し

た
。東

京
都
の
森
林
は
、
東
京
都
全
体
の
36

㌫
、
国
有
林
は
都
森
林
全
体
の
10
㌫
で
は

あ
り
ま
す
が
、
我
々
Ｆ
Ｉ
Ｔ
会
員
の
“
ま

ほ
ろ
ば
”
で
あ
る
高
尾
山
を
通
じ
て
養
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て
、
東
京
都
の
管

轄
「
鳩
ノ
巣
」
フ
ィ
ー
ル
ド
の
森
林
自
然

の
復
活
・
維
持
活
動
や
、
聖
パ
ウ
ロ
学
園

学
校
林
の
整
備
を
通
じ
て
の
自
然
環
境
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
等
々
、
東
京
の
森
を

通
じ
た
森
林
環
境
保
全
・
維
持
活
動

を
活
発
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
を
通
じ
、
私
並
び
に

Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
国
有
林
に
付
い
て
の
思
い

は
、
今
ま
さ
に
環
境
保
全
・
炭
酸
ガ

ス
削
減
・
生
態
系
保
全
等
の
自
然
環

境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
美
し
く

貴
重
な
自
然
環
境
の
維
持
の
為
に
は
、

何
よ
り
も
こ
れ
か
ら
の
世
代
を
担
う

子
供
達
に
自
然
を
知
り
、
自
然
に
親

し
む
カ
ル
チ
ャ
ー
を
取
り
戻
し
て
い

く
必
要
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

折
角
の
準
備
に
も
関
わ
ら
ず
自
然
を
見

つ
め
た
が
ら
な
い
子
供
達
が
イ
ベ
ン
ト
等

の
進
行
に
つ
れ
て
関
心
を
示
し
、
最
後
は

目
を
輝
か
せ
て
次
回
の
参
加
を
約
束
さ
れ

た
時
、
自
然
の
大
き
な
力
の
お
か
げ
を
感

謝
し
、
次
の
企
画
へ
の
活
力
が
湧
き
出
る

事
を
実
感
し
ま
す
。

私
は
東
京
生
ま
れ
東
京
育
ち
の
６
０
代

後
半
の
人
間
で
す
が
、
そ
の
私
た
ち
が
子

供
時
代
に
経
験
で
き
た
体
験
さ
え
今
の
子

供
が
全
く
知
ら
な
い
、
更
に
は
養
育
し
て

い
る
両
親
も
そ
の
思
い
が
お
ぼ
ろ
げ
に
な
っ

て
来
て
い
る
事
は
、
我
々
森
林
自
然
に
対

処
す
る
人
間
に
と
っ
て
恐
る
べ
き
ピ
ン
チ

と
感
じ
ま
す
。

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
受
験
者
は
制

度
運
営
平
成
10
年
ご
ろ
に
比
し
て
受
験
者

が
漸
減
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
東

京
地
区
の
受
験
者
・
合
格
者
の
人
員
は
増

加
が
顕
著
な
の
は
、
自
然
が
少
な
く
、
都

市
生
活
に
疲
れ
た
都
民
の
癒
し
と
し
て
、

森
林
活
動
が
見
直
さ
れ
て
い
る
証
左
に
思

え
ま
す
。

東
京
か
ら
、
東
京
の
国
有
林
か
ら
こ
れ

か
ら
の
地
球
を
支
え
る
子
供
た
ち
を
中
心

に
、
自
然
環
境
保
全
発
信
を
強
化
し
て
行

き
た
い
も
の
と
願
い
、
欧
州
や
豪
州
に
見

劣
り
す
る
日
本
の
ネ
イ
チ
ュ
ア
ー
リ
ス
ト

の
社
会
的
認
知
度
改
善
に
向
け
引
続
き
実

績
を
積
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（５）平成２２年８月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７７号

自然観察会

自然と遊ぼう

早速自然発見

自然の恵みの勉強



私の勤務する佐和田森林事務所は新潟県沖に位

置する佐渡島の佐渡市にあり、関東森林管理局管
さ ど が し ま

内で唯一離島にある森林事務所です。

佐渡島はカタカナの『エ』を少し傾けたような

形をしており、北部の標高1,000㍍級の山々が並ぶ

大佐渡山脈と南部の比較的緩やかな小佐渡山脈、

それらに挟まれたように広く平坦で稲作が盛んな

国仲平野が広がっています。海岸線延長は、約280

キロメートルあり、広さも約855平方キロメートル

と沖縄本島に次ぐ大きさです。

また、観光地では、佐渡金山や特別天然記念物

のトキがいる島として有名です。

当事務所は、小佐渡山脈の中央に位置する国有林約1,000㌶と

島内に点在する９箇所の官行造林地約790㌶を管理しています。

佐渡島の国有林は、トキの保護繁殖のために昭和37年度から

昭和45年度にかけて買い入れたものです。そのため、当事務所

管内には人工林が少なく、大半が広葉樹の天然林となっており、

全域が鳥獣保護区に指定されています。

佐渡島では、トキの野生復帰を目指して平成20年の秋から、

２年間で29羽のトキを２回に分け放鳥しました。残念ながらこ

れまでトキの自然繁殖は成功していませんが、今期は飼育ケー

ジから自然に飛び立たせるソフトリリース方式により群れが形

成され、ペアができ、営巣と抱卵まで確認できました。一次放

鳥では、トキの雌全てが島を飛び出し本州へ渡ったことから考え

ると着実な進歩だと思われます。

現在、「平成27年頃に小佐渡東部地域に60羽のトキの定着」

を目標に、環境省を中心とした関係機関や地域住民の方々が一

丸となって生育環境・社会環境整備の活動を行っています。

下越森林管理署では、その活動の一環としてトキ営巣

木等保全整備事業を行っています。トキは主にマツの木

に巣作りをし雛を育てていたというデータから、営巣木

となりうる木（アカマツ・コナラ等）を国有林や隣接す

る官行造林地で選定し保全しています。

また、佐渡島ではマツクイムシやナラ枯れの被害が多

く発生しており、候補木の保全のために必要に応じて薬

剤の樹幹注入や枯損木伐倒を行い、かつてのようにトキ

が国有林に飛来してくれることを期待しています。

今年で２年目の佐渡島生活、最初の年はバタバタと過

ぎていきましたが、ようやく慣れてきた気がします。森

林官として、地元関係機関との打合せや会議等で様々な

人と会う機会が多く、専門外の事を聞かれる事もありま

すが、それでも少しは落ち着いてこなせるようにもなっ

てきました。職員一人で大変な面もありますが、「色々

学び、知識も技術も積み重ねて頑張らな！」と思ってい

ます。

平成２２年 ８月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７７号（６）

佐渡島北端・大野亀で見られるトビシマカンゾウの群生地

国有林に飛来したトキ

アカマツの幹に薬剤を注入



会津駒ケ岳（標高2,133㍍）は、福島県檜

枝岐村の尾瀬国立公園の北側に位置し、日本

百名山に選ばれています。

登山口は滝沢、キリンテ、七入、御池の４

ケ所ありますが、最短で登れる滝沢登山口が

一般的で山頂まで約４時間、途中には清水が

湧き出す水場があり絶好の休憩地点となって

います。登山シーズンは、残雪が残る５月か

ら紅葉が終わり初冠雪のある10月初めまでと

なります。

山頂付近の地形はなだらかで、中門岳にかけて

広がる湿原には木道が整備され、雪解け水が多く

の池塘を潤し、春にはチングルマ、ハクサンコザ

クラ、ワタスゲ等多くの高山植物が咲き誇り大勢

の登山客で賑わいます。

また、春遅くまで雪が残ることから、山スキー

の入山者も多く訪れます。

山頂からは男体山、日光白根山、燧ケ岳、至仏

山、越後三山、平ケ岳等々の眺望が楽しめ、条件

がよければ富士山も見ることができます。

この一帯は原生的な天然林が残る国有林であり、

野生の動物相が豊かで生態系を指標するツキノワ

グマやクマタカなどの生息も多く確認されている

ことから、山頂付近は奥会津森林生態系保護地域

の保存地区（コアゾーン）に区分し、厳正な維持

を図る地域に指定しています。

南会津支署では、これからも会津駒ケ岳の自然

豊かな森林の保全に努め、末永く登山者の皆様に

楽しんでいただけるよう取り組んで参ります。

（会津森林管理署南会津支署広報広聴連絡官）

会津駒ケ岳山頂

（７）平成２２年 ８月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７７号

滝沢登山口
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駒の小屋前の雪渓で遊ぶ登山者

つ
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募
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人
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名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
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申
込
方
法

往
復
葉
書
の
往
信
面
に
、
イ
ベ
ン

ト
名
「
森
の
恵
み
で
ク
ラ
フ
ト
体
験
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参

加
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全
員
の
①
郵
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番
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②
住
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③
氏
名(

ふ
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⑤
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番
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の
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フ
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